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無人化施工 第２世代（従来技術）概要



無人化施工方式 第２世代 概要

オペレータがカメラの捉えた遠隔操作式建設機械の映像をモニタで見ながら遠隔操作
する無人化施工である。

無人化施工方式 第２世代は、ネットワークを使用しないため、無線は１：１通信である。

 

 

移動カメラ車

遠隔操作式建設機械
（車載カメラ搭載）

施工状況を撮影

特定小電力無線特定小電力無線特定小電力無線特定小電力無線（（（（操作操作操作操作））））

簡易無線簡易無線簡易無線簡易無線50GHz（（（（映像映像映像映像））））

操作室（オペレータ）

操作室（オペレータ）

 

 

 

 

中継車（中継局）

●直接方式（中継局を設けいない場合） ●中継方式（中継局を設ける場合）

無人化施工方式 第２世代の操作状況（耶馬溪災害復旧より）



項目項目項目項目 内容内容内容内容

適用の目安

【直接操作の場合】

・操作距離は、50～300ｍ以

内、かつ障害物がない

（見通しが確保される）

【中継方式の場合】

・遠隔距離が0～50ｍ、かつ直接目視操作が不可能

・操作距離が50～300ｍ、かつ障害物（1箇所）がある

・操作距離が300～600ｍ、かつ障害物がない、または障害物（1箇所）がある

主な操作電波及び免許

特定小電力無線局（429MHz帯）

簡易無線局（348MHz帯）

業務用無線局（424MHz帯）

無線局免許:不要

無線局免許：必要

無線局免許：必要

無線従事者免許 :不要

無線従事者免許 ：不要

無線従事者免許 ：必要

主な映像伝送電波及び免

許

簡易無線局（50MHz帯）

小電力データ通信システム無線局

（2.4GHz帯 OFDM）

無線局免許:必要

無線局免許：不要

無線従事者免許 :不要

無線従事者免許 ：不要

準備に要する期間（参考）

※機材の手配、運搬に数

は除く

直接方式の場合：７日程度

中継方式の場合：１０日程度

メリット

・無人化施工で対応可能な工種すべてに適用可能である。

・基本的に操作、映像ともにアナログ伝送であるため、伝送遅延は気にならず、映像もきれいである。

・最も採用実績が多い。

デメリット

・ch数や混信の影響により、使用可能台数が制限される場合がある。

・中継車等を設置する場合、設備が複雑になる。

・直接目視による無人化施工と比べてコストが高い。

・情報化施工を構築する場合、使用する無線帯を考慮する必要がある。

無人化施工方式 第２世代の特徴



無人化施工方式一覧表【参考】


